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第１章 冷戦期おける EC・日本の安全保障をめぐる交流（1959－1990） 
第1節 冷戦期日本における安全保障の概念化 
第2節 冷戦期ヨーロッパにおける安全保障の概念化 
第3節 冷戦期における日本・EC の安全保障交流 
第２章 ハーグ宣言と EU・日本の安全保障交流への影響（1991－2000） 
第1節 1990 年代日本における安全保障の概念 
第2節 1990 年代 EU における安全保障の概念化 
第3節 1990 年代における日本・EU の安全保障交流 
第３章 激動の時代：日本・EU 安全保障交流 2001－2006 
第1節 2001－2006 日本における安全保障の概念 
第2節 2001－2006 EU における安全保障の概念化 
第3節 2001－2006 日本・EU の安全保障交流 










第2節 多岐にわたる包括的アジェンダ：2000 年代半ばまでの安全保障交流 
第６章 経済的手段による平和と安定の促進：日本・EU の安全保障交流におけ
る開発援助 
第1節 開発援助の安全保障化、日本の ODA へのヨーロッパの参加、湾岸危
機、旧ソ連への援助 
第2節 1990 年代半ば地理的、活動範囲の拡大：食糧安全保障とアフリカ 
第3節 1990 年代から 2000 年代半ばにおけるグローバル・チャレンジについ
ての多国間、多層的アジェンダ 














第 1 章では、冷戦期に日本と EU がどのように安全保障を定義したかを論じ、
日本は「通商国家」、EU は「シビリアンパワー」としての概念を発展させてき























第５章では、日本と EU の科学・テクノロジー分野における協力が、1990 年
の Agreement on Nuclear Safeguard Research and Development の締結によ
って開始され、それが多国間レベルにも広がりを見せ、たとえば、Human 
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